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第 7号 

県議・政令市議選 国会議員・党幹部 ３、４日の主な予定  
◇4月 3日（金） 
●本村議員 9:30名古屋市緑区 11:30春日井市 14:00小幡駅 14:45市営
猪子石荘 15:30 本山駅 17:30 一宮市 

●島津議員 9:00 浜松市中区、静岡市葵区、駿河区 
●井上議員 8:30 津市、四日市市、17:10 名鉄岐阜駅 
●佐々木元議員（名古屋市）10:00 西区 10:15 北区・ダイエー 11:15 東区
大曽根メッツ、中区 
◇4月 4日（土） 
●志位和夫委員長 12:30 静岡市（静岡銀行呉服町支店向かい） 14:30 浜松
駅北口広場 16:00 豊橋駅東口 
●本村議員 11:00 津市 13:00 四日市市 16:30 伊勢市 
●島津議員 静岡市葵区 
●井上議員 16:30 中村区 17:10 熱田区 19:00 中川区演説会 

 

内
容
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
「
防

衛
相
の
答
弁
と
違
う
内
容
が
自
衛
隊
内

部
で
行
わ
れ
て
い
る
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

防
衛
省
の
真
部
人
事
教
育
局
長
は
「
不

適
切
な
表
現
だ
っ
た
」
と
認
め
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
さ
ら
に
、
新
潟
地
本
で
は
昨

年
、
現
行
法
令
に
違
反
し
、
中
学
３
年
生

の
名
簿
提
供
を
市
町
村
に
要
求
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
。
真
部
局
長
は
全
国
21

地
本
で
同
様
の
要
求
を
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

◇
中
学
生
の
名
簿
提
出
を
市
町
村
に
要

求
し
て
い
た
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部 

札
幌
、
旭
川
、
函
館
、
帯
広
、
岩
手
、
宮

城
、
山
形
、
福
島
、
栃
木
、
埼
玉
、
新
潟
、

長
野
、
奈
良
、
兵
庫
、
山
口
、
香
川
、
佐

賀
、
長
崎
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
21

地
方
協
力
本
部 

 

※
井
上
議
員
へ
の
提
出
資
料
か
ら
作
成 

 

「
こ
れ
が
肥
料
の
一
般
的
な
使
い
方
か
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

農
水
省
の
池
田
官
房
審
議
官
は
「
こ
う

い
っ
た
高
さ
に
積
み
上
げ
る
こ
と
は
一

般
的
に
は
想
定
し
て
い
な
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 

 

島
津
氏
は
、
悪
質
な
廃
棄
物
処
理
業
者

を
適
切
に
処
分
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た

環
境
省
の
通
知
（「
行
政
処
分
の
指
針
」）

に
あ
る
「
排
出
が
需
要
に
沿
っ
た
計
画
的

な
も
の
」
と
い
う
基
準
に
も
抵
触
し
て
い

る
と
指
摘
。「
問
題
の
事
業
者
は
10
年
前

に
静
岡
県
内
で
『
肥
料
で
は
な
く
産
廃
を

畑
に
埋
め
た
』
と
し
て
撤
去
の
行
政
指
導

を
受
け
て
い
る
。
国
は
、
登
録
事
業
者
が

適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
か

を
把
握
す
る
監
督
責
任
が
あ
る
」
と
迫
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
望
月
義
夫
環
境
相
は

「
県
と
も
連
絡
を
密
に
取
り
、
必
要
な
助

言
を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

島
津
幸
広
衆
院
議
員
は
27
日
、
衆
院

環
境
委
員
会
で
、
愛
知
県
新
城
市
で
愛
知

県
企
業
庁
が
造
成
す
る
工
業
団
地
に
産

廃
処
理
業
者
が
進
出
し
よ
う
と
し
て
地

元
で
大
き
な
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る

問
題
に
か
か
わ
っ
て
、
肥
料
の
名
で
産
廃

が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
と
の
実
態
を

示
し
て
、
国
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

 

島
津
氏
は
、
同
県
田
原
市
の
耕
作
放
棄

地
に
、
こ
の
業
者
が
下
水
汚
泥
や
食
品
廃

棄
物
を
再
利
用
し
た
「
肥
料
」
が
高
さ
３

メ
ー
ト
ル

ほ
ど
も
積

み
上
げ
ら

れ
、
強
い
悪

臭
や
基
準

値
の
５
倍

超
も
の
ヒ

素
が
検
出

さ
れ
て
い

る
と
指
摘
。

つ
い
て
、
「
法
定
受
託
事
務
が
執
行
さ
れ

て
い
な
い
」
と
し
て
「
従
来
の
方
針
を
変

更
し
強
く
適
齢
者
情
報
の
提
供
を
求
め

る
」
と
す
る
文
書
を
提
出
。
市
民
の
反
発

も
広
が
り
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
取

り
上
げ
ま
し
た
。 

中
谷
防
衛
相
は
、
あ
く
ま
で
「
依
頼
」

で
あ
り
、
対
応
は
自
治
体
の
判
断
だ
と
い

う
立
場
を
繰
り
返
し
、
高
知
市
に
対
す
る

文
書
に
つ
い
て
従
来
の
防
衛
省
の
立
場

と
異
な
る
不
適
切
な
も
の
だ
っ
た
と
表

明
し
、
高
知
市
長
に
も
謝
罪
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
２
０
１
３
年
11
月
に
開

か
れ
た
自
衛
隊
の
採
用
・
援
護
担
当
者
会

議
に
提
出
さ
れ
た
資
料
を
示
し
、
同
会
議

で
、「
法
定
受
託
義
務
の
適
正
化
」「
自
治

体
へ
の
働
き
か
け
（
あ
る
べ
き
姿
の
共

有
）」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
告
発
。

「
高
知
市
で
の
出
来
事
は
こ
の
会
議
の

方
協
力
本

部
が
高
知

市
に
対
し

同
市
が
住

民
基
本
台

帳
の
閲
覧

と
し
て
い

る
こ
と
に

 

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
26
日
、
参
院

外
交
防
衛
委
員
会
で
、
自
衛
官
募
集
の
た

め
の
市
町
村
か
ら
の
名
簿
提
供
の
問
題

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

自
衛
隊
は
市
町
村
に
対
し
、
法
定
受
託

事
務
と
し
て
、
紙
媒
体
等
で
の
自
衛
官
適

齢
者
名
簿
の
提
出
を
求
め
ま
す
。
防
衛
省

は
、
こ
れ
は
「
依
頼
」
で
あ
り
、
応
え
る

か
ど
う
か
市
町
村
の
判
断
だ
と
し
て
い

ま
す
。
自
治
体
が
応
え
な
い
場
合
、
自
衛

隊
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
閲
覧
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
昨
年
末
、
自
衛
隊
高
知
地

 

 

 


